特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース　　2014年01月16日　　495号　　
炭焼きの追加原木の切り出し12日　　炭窯に隙間なく原木を詰め込むには足りないことがわかって,急遽12日に追加の原木切りを実施しました。切り出す原木が倒れる方角に野小屋があるために、かなり難しい場所での作業となりました。集合してくれた皆さんは現場を見て、懸命に対応策を検討しました。まずイノシシ防護柵の取り外し、かなりの範囲に広げて行いました。小屋に倒れないようにロープで引っ張るために前回の教訓を生かして、可能な限り高いところに結わいつけることにしました。原木の枝を手の届くところまで切り落として、ロープを8mぐらいの高さに結び付けることに成功しました。少なくとも45度以下の角度の所までロープを伸ばして4人が引っ張ることにしました。根元では倒そうとする側にしっかり切り込みを入れ、確認をして全員が緊張して少しずつ切り進みます。少し倒れる気配が見られた時に、再度切り進むのをやめて、大声で「倒れるぞー」と合図をし、全員に緊張が伝わります。慎重に、慎重にチエンソーで切り進みます。少しずつ傾き始めます。「ロープを緩めないで、引っ張って」とさらに大声で合図します。懸命に引っ張りこんでくれます。倒れるスピードがついて、「ドドーン」とすごい音がして、計画した場所に倒れました。全員が「予定通りやー」と歓声をあげます。みんなが一致団結して協力した結果、すごいことが出来ました。２本目も同じように、なるべく高いところにロープを結び付けました。先ほどよりも小屋の真ん中に倒れる可能性が高いと思われる傾斜をしていましたが、先ほどの経験を生かして、これも見事に同じ場所に倒しきることが出来ました。
第18回自然と環境講演会　講師決まる　　3月1日(土)　13時より　京田辺市中央公民館　で開催します。講師は最近教職を退職された佐々木建氏です。佐々木さんは、世界の氷壁や岸壁を登られる冒険家に近い登山経験を重ねられています。最近も年末年始には八ヶ岳に挑戦されました。私たちとはずいぶん離れたところで大活躍されている冒険家です。これまで私たちは植物や動物等、できるだけ身近なところの生物に関心を持って講演会をおこなってきましたが、今回はこうした面からではなく、冒険家が見た世界を語っていただこうと思っています。電話で依頼したばかりですので、お話しいただく内容について詳しく打合せができていませんが、とにかくこれまでとは違った世界を教えていただけると期待が大きくなります。ぜひとも多くの皆さんのご参加をお待ちしています。
31回木津川マラソンの取組いよいよ本番に　2週間で大会当日となってきました。14日には第4回の実行委員会が開催されました。この実行委員会に出席したことがあるという方が多数おられました。会議後の感想で、「耳にしていたすごい大会なので、随分と大がかりな会議なのだろうと予想してきたが、こんな和やかな取り組みだったとは知らなかった。受付作業を応援しますとか、いろいろ苦労しながら準備されていることがよくわかりました」など、積極的に支援しようというお話をいただきました。さらに応援の輪を広げていただくことをお願いしました。なかでも、里山の会からの報告ではテント更衣室の壁幕を張り付ける骨組の青竹150本を伐採用意できたこと。本部会場や駐車場の整備を年間通じて作業している報告等が圧巻で、手作りの大会であることを伝える報告でした。また聴覚障害者の皆さんが午前5時に集合して、のぼり立てを行い、2日の当日は午後から撤収を始め、閉会時刻には幟250本が全部回収されることになっているなど、感銘を与える報告があい次ぎました。当日の出席者は当初かなり少数と予想されていましたが、38名もの出席があり、充実した会議となりました。コース図が完成できてエイド等に配布されました。ワンショルダーバックやスタッフジャンパーなども披露され、大会に向けた準備がずんずん進んでいることを確認できた会議でした。
京都ランナー結成40周年記念集会に山村と大植が参加してきました。京都ランナーからのご案内招待が届きました。100人を超える出席者で約5時間の記念集会でした。歌手の高石ともやさんや高橋尚子さんのコーチをされていた河合さんなど多くの方と名刺交換をしてきました。木津川マラソンについては全員の方々が知っていただいていました。私も参加出場申し込みましたという人もかなりおられました。「40周年とは素晴らしい、継続は力なり」ということを来賓のすべての方がおっしゃっていました。
桜谷先生から里山農園への提言届く　すでにお知らせしましたが、オオムラサキの調査でお世話になっている桜谷保之先生から6ペーシに及ぶ提言を頂きました。先生の里山農園に注がれている熱い思いが伝わってきます。また里山農園が里山生態園を目指すにふさわしい環境と条件を持っている素晴らしい場所であると力説いただいています。15日の事務局会議で読み合わせしました。本会には昆虫の専門家がいないので、どうなることかなど頑張る気持ちと同時に不安も少しよぎりました。名古屋からわざわざエールを送っていただく先生に応えようということで一致できたようです。引っ張ってもらえるようだったら進めようではないかということでした。
木津川の沿川活動団体交流会　1月25日　山城地域活動支援センター　13：30～16：30　基調講演は「水害に強い町づくり・・山や川をめぐって」と題して　京大教授　中川　一　氏から講演をいただきます。中川さんは淀川河川事務所の河川レンジャーの代表者会議の議長に就任されたばかりです。また京大防災研究所流域災害研究センター長も務めておられます。住所は城陽市です。木津川や南山城一帯については非常に詳しい先生です。里山の会から「里山保全と里山農園」と題して中辻正巳さんの代理で山村常務理事が報告をします。会場は田辺警察署の南隣の旧山城園芸研究所であった建物です。お間違えのないようにお越しください。お待ちしています。＜山村＞
